
２
度
目
の
世
界
一

　
上
野
は
２
０
２
２
年
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
以
来
の
２
度

目
の
世
界
一
。
12
月
２
日
に

日
本
棋
院
東
京
本
院
で
行
わ

れ
た
記
者
会
見
で
「
出
発
前

は
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
不
思
議
な
気
持

ち
。
苦
し
い
碁
を
も
の
に
で

き
て
勢
い
に
の
れ
た
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

気
持
ち
を
立
て
直
す

　
決
勝
の
第
１
局
は
上
野
の

好
局
と
な
る
も
、
第
２
局
は

対
照
的
な
内
容
で
完
敗
と
な

っ
た
。
対
局
後
に
団
長
の
謝

七
段
と
通
訳
の
郭
さ
ん
で
買

い
物
に
出
か
け
た
そ
う
だ
。

「
機
敏
転
換
が
で
き
て
、
安

心
し
て
対
局
に
臨
め
た
」
と

上
野
。

　
第
３
局
の
立
ち
上
が
り
は

上
野
が
苦
し
い
展
開
と
な
る

も
「
形
勢
を
悲
観
し
て
い
た

の
も
あ
り
、
開
き
直
り
、
思

い
切
っ
た
手
を
打
て
た
の
が

良
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

た
。
手
応
え
を
感
じ
た
の
は

総
譜
３
の
99
手
目
だ
と
い

う
。
最
終
的
に
、
白
の
大
石

を
仕
留
め
て
勝
利
し
た
。

世
界
一
へ
の
取
り
組
み

　
本
戦
３
回
戦
と
準
決
勝
で

は『
パ
ワ
ー
』で
は
な
く『
ヨ

セ
の
力
』
で
細
か
い
勝
負
を

制
す
、
今
ま
で
と
異
な
る
強

さ
を
示
し
た
。「（
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
で
）対
局
の
他
に
、

作
成
さ
れ
た
ヨ
セ
や
詰
碁
に

取
り
組
ん
で
ま
し
た
。特
に
、

小
山
先
生
（
空
也
六
段
）
に

ヨ
セ
の
目
数
計
算
を
教
え
て

頂
け
た
の
が
、
す
ご
く
勉
強

に
な
っ
た
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
金
曜
日
の
研
究
会

で
は
、
中
盤
の
細
か
い
形
勢

か
ら
対
局
す
る
『
ヨ
セ
マ
ッ

チ
』
に
も
取
り
組
ん
で
い
た

の
も
、
ヨ
セ
の
強
化
に
繋
が

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

楽
し
く
強
く
な
る

　
今
回
の
世
界
戦
を
通
し
て

上
野
は
「
Ａ
Ｉ
研
究
で
棋
士

全
体
の
実
力
差
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
勢
い
が
あ

れ
ば
優
勝
は
狙
え
る
と
思

う
」
と
日
本
勢
の
更
な
る
活

躍
に
期
待
を
込
め
た
。

　
た
だ
、
上
野
は
攻
め
の
棋

風
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
と
異
な
る

進
行
を
辿
る
こ
と
が
度
々
あ

る
。「
Ａ
Ｉ
通
り
に
打
て
る
方

は
強
い
で
す
が
、
自
分
に
は

合
わ
な
い
。『
Ａ
Ｉ
の
意
見
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
の
び
の
び

と
打
ち
た
い
手
を
打
つ
』
こ

と
を
大
事
に
し
た
い
」
と
上

野
流
の
考
え
を
披
露
し
た
。

　
最
後
に
、
来
年
へ
の
抱
負

に
つ
い
て
「
直
近
で
は
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
が
目
標
。
男

女
混
合
の
世
界
戦
も
頑
張
り

た
い
で
す
し
、
国
内
の
早
碁

棋
戦
な
ど
も
頑
張
り
た
い
。

リ
ー
グ
入
り
は
ま
だ
厳
し
い

で
す
が
、
目
指
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

気
分
良
い
環
境
を

　
今
回
、
初
の
団
長
を
務
め

た
謝
七
段
は
「
技
術
以
外
の

サ
ポ
ー
ト
に
力
を
注
ぎ
、
気

分
良
く
打
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
心
掛
け
た
」
と
振
り
返

る
。
謝
七
段
と
郭
さ
ん
は
、

対
局
開
始
の
12
時
前
に
空
い

て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
限
ら

れ
る
中
、
場
所
や
時
間
を
調

整
し
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い

環
境
作
り
に
努
め
た
。
現
地

の
選
手
達
は
明
る
い
雰
囲
気

で
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
。

　「
緊
張
し
ま
し
た
。
万
が

一
、
私
の
せ
い
で
選
手
達
が

力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
ら

…
…
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま

し
た
ね
」
と
胸
の
内
を
明
か

し
た
謝
七
段
。
上
野
を
世
界

一
へ
導
い
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
私
に
と
っ
て
も
嬉
し

い
で
す
し
（
共
に
過
ご
し
た

中
で
）
棋
士
と
し
て
見
習
い

た
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
」

と
若
き
優
勝
者
を
讃
え
た
。

　
上
野
自
身
も
食
事
で
気
分

が
上
が
っ
た
よ
う
で
大
変
助

か
っ
た
と
い
う
。
今
後
も
世

界
戦
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
必

要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

㊤決勝三番勝負第３局の終局直後の感想戦。攻
めと守りで力を発揮した上野の好局。㊦棋士達
を全力で支えた団長の謝七段と上野で記念撮影

持ち味であるパワーを磨き、持ち味であるパワーを磨き、
苦手なヨセの改善に取り組ん苦手なヨセの改善に取り組ん
で、女流世界一となった上野 で、女流世界一となった上野 
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上
野
愛
咲
美
五
段（
日
　本
）

魏
　欣
桐
三
段（
中
　国
）

崔
　
　精
九
段（
韓
　国
）

徐
　海
哲
四
段（
中
　国
）

盧
　鈺
樺
五
段（
中
華
台
北
）

李
　
　赫
六
段（
中
　国
）

藤
沢
里
菜
七
段（
日
　本
）

余
　 瑾 

ア
マ （
北
　米
）

曹
　又
尹
四
段（
中
　国
）

於
　之
瑩
八
段（
中
　国
）

陳
　心
颺
二
段（
中
　国
）

王
　晨
星
五
段（
中
　国
）

芮
　廼
偉
九
段（
中
　国
）

金
　珉
舒
四
段（
韓
　国
）

唐
　嘉
雯
六
段（
中
　国
）

呉
　依
銘
六
段（
中
　国
）

周
　泓
余
七
段（
中
　国
）

呉
　侑
珍
九
段（
韓
　国
）

上
野
梨
紗
三
段（
日
　本
）

秦
　思
玥
二
段（
中
　国
）

黎
　
　婷
初
段（
欧
　州
）

金
　恩
持
九
段（
韓
　国
）

陳
　一
鳴
四
段（
中
　国
）

羅
　楚
玥
六
段（
中
　国
）

第７回　呉清源杯世界女子選手権

（２－１）

魏 李

上野愛 李

上野愛

曹 王

於 藤沢

於

上野愛

芮 呉侑

唐 呉侑

唐

秦 羅

金恩 羅

金恩

上野愛

唐

〈第７回呉清源杯世界女子囲碁オープン戦決勝・第１局〉
黒　上野愛咲美（日本）
白　唐

とう

嘉
か

雯
ぶん

（中国）
〈総譜１〉娃—咳完、黒中押し勝ち

〈第７回呉清源杯世界女子囲碁オープン戦決勝・第２局〉
黒　唐嘉雯（中国）
白　上野愛咲美（日本）

〈総譜２〉娃—閑完、黒中押し勝ち
褐（104）椛（105）侃（104）

〈第７回呉清源杯世界女子囲碁オープン戦決勝・第３局〉
黒　上野愛咲美（日本）
白　唐嘉雯（中国）

〈総譜３〉娃—勧完、黒中押し勝ち
欝（３）閏（16）荏曳瑛鋭悦園怨煙苑汚各同何（67）嘩（80）蚊（67）

上野 女流世界上野 女流世界 一一

世
界
世
界
にに
轟轟
くく
ハ
ン
マ
ー

ハ
ン
マ
ー

　
11
月
24
日
か
ら
12
月
１
日
（
28
日
は
休
息
日
）
に
第
７
回
呉
清
源
杯
世
界

女
子
囲
碁
オ
ー
プ
ン
戦
が
行
わ
れ
た
。
本
戦
１
回
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
中
国

福
建
省
福
州
市
「
五
子
登
科
宅
第
（
黄
巷
郭
柏
蔭
故
居
）」、
決
勝
三
番
勝
負

は
福
建
省
福
州
市
「
呉
清
源
囲
棋
会
館
」。
決
勝
で
日
本
の
上
野
愛
咲
美
五

段
が
中
国
の
唐
嘉
雯
六
段
に
２
勝
１
敗
で
勝
利
し
、
世
界
一
の
栄
冠
を
掴
ん

だ
。
団
長
の
謝
依
旻
七
段
と
も
に
歩
ん
だ
軌
跡
を
見
て
い
こ
う
。

呉
清
源
杯
世
界
女
子
囲
碁
オ
ー
プ
ン
戦

呉
清
源
杯
世
界
女
子
囲
碁
オ
ー
プ
ン
戦

２０２４年（令和６年）12月27日　金曜日　【特別版】　（２）編集・発行／日本棋院

持
ち
時
間
　
各
２
時
間
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使
い

切
っ
て
か
ら
１
分
の
秒
読
み
５

回
）

規
定
　
中
国
ル
ー
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（
コ
ミ
７

目
半
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